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論 文 内 容 の 要 旨

前庭機能を臨床的に検査する一方法として, 半規管を冷 ･温刺激して誘発される眼振を指標としている

が, 半規管刺激により中枢に伝えられた情報がどの様に伝達処理されるかに関しては未だ実証はない｡ 著

者は中耳腔に冷水 ･温水を注入刺激することにより生ずる前庭神経核単一 neuron の単位放 電 を 超 微

小電極法を用いて記録 し, 第 1篇では pentobarbitalsodium 麻酔猫及び Cl-C2 問 で脊髄を切断した

encとpha16isole無麻酔猫に就いて記録部と同側の中耳腔を刺激し, 第2篇では記録部と同側及び反対側

温度刺激を加えて同一 neuron について観察 したo pentobarbitalsodium 麻酔猫の前庭神 経 核 単 一

neuronの自発放電の頻度は比較的少な く 0.5-40/secであり (139unitsの平均値は 13.2/sec)単位

放電の反応様式は次の3型に整理される｡ 即ち 32unitsのうち冷及び温刺激共に頻度を増加するもの10

units(31%), 冷及び温刺激で頻度を減少するもの 8units(25% ), 及び冷及び温刺激で頻度を 変 えな

いもの 14units(44%)であった｡ 増加型及び減少型の反応持続時間は約120秒であった｡ 無麻酔猫の前

庭神経核単一 neuronの自発放電頻度は 0.5-70/secで,211unitsの平均値は 22.9/secであり, 温

度刺激に対する反応様式には次の5型があった｡ 即ち 72unitsのうち冷温両刺激共に単位放電の頻度が

増加するものは 18units(25%), 冷及び温刺激共に単位放電の頻度が減少するもの 6units(8%), 袷

及び温刺激で共に単位放電の頻度を変えないもの 2units(3%)であ った｡ 又冷刺激で単位放電の頻度

が増加 し温刺激で減少するもの 26units(36% ), 冷刺激により単位放電の頻度を減少 し温刺激に対 し増

加するもの 20units(28%)で, 冷及び温刺激に対 し逆像的反応を示す reversetypeには2種類があ

ることになり, これは全体の64%を占め, 注水後30-50秒して反応が最高に達 し持続時間は約180秒 で あ

った｡ 同側の冷水刺激により単位放電の頻度が増加 (又は減少) し, 温水刺激により単位放電の頻度が減

少 (又は増加) する unitは, 反対側の冷温両刺激により mirrorimageの反応を示す場合が最も多か

った｡ これは両側の前庭神経核問に機能的な連絡があり, 左右の三半器管及び前庭神経系が身体又は頭部

の運動に対 して合目的に反応することを示唆 している｡ 以上要するに, (1)前庭神経核 neuronの自発
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放電の頻度は無麻酔猫において麻酔猫より多い｡(2) 無麻酔猫において冷及び温刺激で逆の反応を 示 す

unitが約2/3に及ぶに対し, 麻酔猫では全例が冷及び温刺激で共に同じ方向の無反応を示したO(3) 麻酔

猫では温度刺激に対して無反応の unitが約半数に及ぶに対 し, 無麻酔時には無反応のものは著減した｡

(4)温度刺激による反応持続時間は無麻酔猪の場合麻酔猫のそれより若干長かった｡ (5) - 側前庭神

経核 neuronによる対側温度刺激の反応は同側の温度刺激の反応様式の逆即ち mirrorimageを示す場

合が最も多かった｡ これは同一 neuronで左右の刺激を行なった場合も同様であった｡

以上の結果は前庭神経核には末梢からの興奮が種々の型で伝達されることを示し, 左右前庭神経核問は

相互に微妙な interactionを及ぼしていることを示唆し, - 側迷路機能廃絶後にみられる代償機能の成立

機序を, 両側前庭神経核問の機能的交叉に結びつけ考察することも可能である0

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

前庭機能を臨床的に検査する一方法として, 半規管を冷 ･温刺激して誘発される眼振を指標としている

が, 半規管刺激により中枢に伝えられた情報がどのように伝達処理されるかに関しては未だ実 証 が 乏 し

い｡ 著者は中耳腔に冷 ･温水を注入刺激することにより生ずる前庭神経核単一ネウロンの単一放電を超微

小電極法を用いて観察して次の結果を得た｡ (1) 前庭神経核ネウロンの自発放電のひん度は無麻酔猪に

おいて麻酔猪より多い｡ (2) 無麻酔猫において冷および温刺激で単位放電のひん度が逆の反応を示すネ

ウロンが全体の2/38こおよぶに対し, 麻酔猫では全例が冷および温刺激でともに同じ方向の反応を示した｡

( 3 ) 麻酔猫では温度刺激に対して無反応のネウロンが約半数におよぶに対 し, 無麻酔時には無反 応 のも

のは著減した｡(4) 温度刺激による反応持続時間は無麻酔猫の場合, 麻酔猫のそれより若干長かった｡

(5) - 側前庭神経核ネウロンの対側温度刺激の反応は同側温度刺激の反応様式の逆像を示す もの が最も

多かった｡ これは同一ネウロンで左右別々に刺激を行なった場合でも同様であった｡ 以上の結果は前庭神

経核には末梢からの興奮が種々の型で伝達され, また左右前庭神経核問の相互作用があることを 示 唆 し

た｡

以上本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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